社団法人　千葉県社会福祉士会

平成２１年度第５回理事会議事録

1、 開催日時　平成２１年１０月２４日（土）
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階

3、 出席者　会長　山﨑
　　　　　　副会長　目黒
　　　　　　事務局長　岡本
事務局次長　稲永

　　　　　　会員理事　小倉、鈴木、吉田、五十嵐、北
　　　　　　会員外理事　笠原
　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　　会員：林、神山、久保田、岸、染野　会員外：長谷川
欠席　会員外：石川

欠席代議員　鳥羽田、篠田、須田　欠席監事：君和田、稲葉
4、 議題
　（１）報告事項に対する質疑

　（２）議事(案)

　　　　1.役員選挙細則について

　　　　2.福祉職能団体の連携に向けた取り組みについて

　　(３）その他
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

岡本事務局長より定款３３条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。山﨑会長より挨拶、定款３２条に基づき、山崎会長が議長を務める。

○委員会報告・・資料参照、追加報告がある場合、下記

1．高齢者虐待専門職チーム
・独立行政法人福祉医療機構助成事業の件、H22年度は行わない

・障害者虐待防止・介護者支援センターについては、まだ案の段階。

・ヒヤリング結果。法律家への相談できる機会が少ない。法律家の方に簡単に相談にのって頂ける仕組みはできるのかという意見が多かった。仕組みとしてはまだ具体的に出来上がっていない。11月の話し合いの段階で具体的な議論ができる形になっている。

・包括へのヒヤリングをしてみて、来年の4月派遣をできるという目標のもとに、受付の仕方など具体的な活動の仕方。研修会を行うなどの話がある。
→次回までに具体的な話し合いの内容、結果・方向性と活動設計を報告通常の事業の予算見通しを作成し、スタート時期の確認を行う。
2．ぱあとなあ運営委員
・4月から目黒氏が理事会の代表として参加している。旅費の扱いなど運営費用がひとつに固まっていない意見がある。その負担をどちらにするのか。
→目黒理事が会長の権限をもって、理事会の代表者としてぱあとなあの話を聞いたり、理事会の意向を伝える。事務局で位置づけ基づいて会での負担として扱う。

・活動報告の中で、任意後見で相続の中で後見人が遺贈を受けるいう文言が入ってきて倫理面に本人が悩んでいると書き込みがあった。それを支部がコメントとして本部に提出し、本部のぱあとなあでその結論にたいしてのコメントをする流れがあるが、その前に理事会の見解も求めるべきであるのではないか。今後は具体的なガイドラインを県社士会としてもって個々のケースに取り組む必要があるのではないか。
→倫理綱領へ守るということで、サインしているが、その中に報酬以外のものを貰わないという一文がある。通常は公正証書遺言等を結んでその人の任意後見者になることはできないということを相手に説明すべき。または、後見がスタートした後でも、きちんと説明責任が行われているか。それが、ちゃんと記録に残っているのかが重要。その経緯かが記録化されているかどうか。
→この案件ででた理事会での話を運営委員会で報告し、次回以降の理事会で経緯等を報告

　準登録員も含めて、こういう方向性になっていると全員に周知し、今後の業務のガイドラインを定め、断る方法、提案の方法を提示していく。
【議事】
1．役員選挙細則について 
規則に関して、総会議決事項だったため、急遽変えられず。細則だけをできるところから見直していく。

・資料原文のまま　→　承認

・業種の分類は「日本産業分類（中分類）」によるの一文を削除せず、明記する。
・今回の様式改正に合わせて、立候補する業種は自分で選べる。自己申告になる。

→候補届け受理した後の対応時の問題をいつまでに、どのような段取りで行うのかを報告。投票用紙の書式が決まっているのであれば、理事会にかける。
2．訪問介護フォーラムについて　
・このような方向性でいいのか。また、介護福祉士会との関係でもう少し企画を煮詰めていくのか。→このままの方向性で承認。
・社会福祉士会としては北理事一人なので、もう一人出して欲しい。

→（林副会長と希望があり）林副会長へ北理事、近藤氏、松下氏の考えを聞かせていただいて、この4人で始めるのか次回の理事会で報告。

3．千葉市の高齢者見守り支援事業

・社会福祉士会として取り組めるかどうか。取り組むとしても、業務の範囲はどの程度にするか。→今月いっぱい適任の社会福祉士を探す。やるならば、法人受託の方向でいく。結論はもう少し先となる。

4．豊嶋理事の辞任に伴う、習志野市評議員の選任について　

・習志野市の評議員には、薄井氏を選任→承認
・外部評価委員会委員長の後任として神山副会長→承認

以上

文責　板垣

